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1．はじめに
近年、社会人基礎力の重要性に対する関心が高ま

り、大学等においてグループワークや共同学習を中
心としたアクティブラーニング型の授業が実践され
ている。また、タイなどの東南アジア地域を中心と
した課題探求型プログラムの科目を設定している大
学等も多く、国際理解・国際協力も視野に入れた、
より魅力あるカリキュラムを学生に提供することが
可能となっている。しかし、そのようなプログラム
に参加した学生が具体的にどのような学びや気づき
を得たのかという点については、その調査方法も含
めて十分に検討されているとは言えない。そこで本
研究では、PBL活動として設計した台湾における海
外研修プログラムを通して学生にどのような学習効
果があったのかを明らかにするために、自己効力感
の測定に加えて学生4名に対するインタビュー調査
を行った。

2．海外PBL活動の流れ
これまでの研究課程から、PBL型授業において	

は、主に次の3点を考慮しながら授業設計を行って
きた1）。

1）	 学生がプロジェクトの目的を十分に理解し、
自発的に行動できるような環境を整えること

2）	 教員側でPBL活動をデザインしすぎたり誘導
しすぎたりしないこと

3）	 プロジェクトの最終成果が具体的な形となっ
て残ること

以上に加えて、海外でのPBL活動では、安全かつ
継続的に実践できる環境についても配慮する必要が
ある。そこで本学では2018年度に台湾において海外
候補地調査を行った後、2019年度に学生参加での実
証を行い、以下のようなPBL授業モデルを想定して
きた2）。

　Step1：	事前学習・準備等
連携企業等からの事前課題に対する調査
を実施。課題解決に向けた仮説等を検証
しながら、現地での活動（Step2）に備える。
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　Step2：	海外での演習活動
海外では、現地でのフィールドワーク等
の探究活動、企業等との連携などの演習
活動を実施。課題解決方法の提示、協働
プロジェクト等を実施する。また、現地
の文化や歴史等に触れる機会も設定する。

　Step3：	事後学習、報告会
帰国後、必要事項を調査・補足の上で、
報告会等を開催。参加していない学生等
への情報の共有を行う。

2019年2月、研修フィールドとしての候補地等を
調査するために、台湾（台北市）を訪問し、現地企
業である出版社と事前打ち合わせを行い、研修プロ
グラムのスケジュールや具体的な内容等について検
討した。また、学生に対する課題を提示してもらった。

研修プログラムへの参加を希望した本学学生7名
（1回生3名、2回生4名）は、事前学習として2019年
7月から8月にかけて学内で実施された研修会に参加
し、企業から提示された課題について日本での動向
も踏まえて調査を実施した。またプレゼン発表や意
見交換を行い、自分たちのアイデアについてまとめ、
渡航前に最終提案書（英語・日本語）を作成した。

2019年9月に4日間の日程で台北市を訪れ、出版
社の編集長から、台湾における出版業界の現状、音
楽業界の現状と課題等について学び、その後、自分
たちがまとめた提案内容について英語でプレゼンを
行った。プレゼン後には編集長から具体的なアドバ
イスやコメントをもらい、意見交換を行った。その
後、社内（編集部の仕事の様子）を見学し、学生た
ちが出版業界の仕事について学ぶ様子が観察され
た。また、中正紀念堂や故宮博物館、夜市などを訪
れ、台湾の歴史や文化について学ぶ機会を得た。グ
ループでの自由行動の日も設け、自分たちが事前に
計画した地域を探索した。

3．研修の効果測定
本研修の目的は、これまで習得してきた学習内容

を企業から与えられたプロジェクトの最終目標に向
けて実践することであった。そこで、医療等の分野

においても用いられているself-efficacy（以下、「自
己効力感」という。）の変化を指標に、研修効果の
考察を行った。一般性セルフ・エフィカシー尺度3）

では、16項目を点数化し、その点数が高いほど自己
効力感が高いと評価する。本研究では、研修（海外
研修プログラム）に参加した7名の学生に、自己効
力感測定のためのアンケートに答えてもらい、出国
前と帰国後でその変化を比較した。アンケートデー
タは7名の学生中、6名分のデータ取得となった。	

（1名は帰国後のデータを取得できなかった。）
今回の自己効力感の変化については、7月に企業

からの課題を提示されたスタート時点から、帰国後
の学内成果発表終了後までのプロジェクト全体の期
間の前後で計測することも検討したが、学生は今回
のプロジェクトのみを体験しているわけではなく、
学内及び学外においてそれぞれ個々の環境で様々な
体験をしており、多様な学びが存在するため、自己
効力感の変化を今回のプロジェクトだけに特定する
ことは困難であると考えた。このような理由から、
出国前、帰国後という短期間ではあるが、要因を特
定しやすい環境での調査とした。結果は図1に示す
とおりである。6名の得点変化を比較すると、研修
前の平均値が8であるのに対し、研修後の平均値が
9と上昇しているものの、有意水準をp=0.05とした
t検定でのp値はp=0.29556となり、研修前と研修
後での自己効力感の上昇について有意な差は見られ
なかった4）。

4．海外PBL活動参加学生へのインタビュー調査
研修に参加した学生のうち2回生4名（A, B, C, 

D）に対してインタビュー調査を実施した。インタ
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図1　参加者個人の自己効力感変化のグラフ
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ビュー開始時には本研究の目的を口頭で説明し、イ
ンタビュー内容の研究使用と、IC レコーダーによ
る音声記録の許可を得た。この調査では、あらかじ
め質問内容についてある程度決めておき、状況に応
じて質問を変更したり追加したりしながらデータを
収集する半構造化インタビュー形式を採用し、2020
年2月に学内において実施した。実施時間は1人に
つき約30分間であった。音声データの文字起こし
後、発言内容をテーマごとに分析した。発言内容は
学生の語りのニュアンスを伝えるためそのまま記載
した。

4.1　企業訪問における学び
学生たちは、前述したように台湾の企業側から事

前に提示された課題に対し、学内での事前研修会を
通して各チームでアイデアを練り、プレゼン資料を
作成した。台湾における企業訪問ではその資料をも
とに英語でプレゼンを行った。研修に参加したきっ
かけとして、この企業訪問自体に興味を持ったから
という学生もおり、以下のように話している。
A	「自分で将来、何か物を作って売ったりしてい

けたらなっていうのも思っていたので。雑誌の
編集をしてる会社も見に行けるということで。
物を売る人が、どういう考えで仕事をしている
のかっていうことを知りたかったのと、日本で
売るときと海外で売るときと、視点とかも違っ
てくるのかなと思って。台湾で、どんなふうに
物が売られてるかを知りたかったからっていう
のもあります。」

D	「企業訪問も、絶対、旅行代理店介してとか、
ツアーだと行けないじゃないですか。私自身、
本が好きなんで。出版社っていうも、行くきっ
かけになったというか。」

以上の内容から、この研修に参加したきっかけと
して単純に海外に行きたいからという理由だけでは
なく、短大が提供するプログラムだからこそ体験で
きるPBL活動に価値を見出していることもきっかけ
の一つであると考えることができる。

また、この企業訪問でのプレゼンを通して得た学
びについて学生たちは以下のように話している。

A	「私たちとしては本気で、こんな感じでしたら
売れるんじゃないかっていうのを考えてプレゼ
ンしてたんですけど、経営する側からしたら、
これは難しいかなっていう意見をたくさんいた
だいて。やっぱり実際に働いてると、学生と違っ
て、こんなふうにしたいっていうのと現実の
ギャップっていうのがちゃんと見えてくるんだ
なって思ったのと。特に、付録を付けようって
いってても、実際にすると、その付録が不良品
だった場合の取り替えとかを考えるとリスクが
大きいっておっしゃってたので、なるほどなっ
て思いましたし。」

B	「スライド作ってるときは、これがいい方法だっ
て思って作っていくわけじゃないですか。プレ
ゼンした後、これは経費がかかるとかそういう
流れで、そういうことも考えないといけないんだ
なっていう。考えが甘かったなって思いました。」

C	「プレゼンする前は結構みんなで準備してて、
こういうの採用されたらいいなとか自分で思っ
てたけど、実際やってみて、多分そういうのも
もともと考えてて、こういう難しいことなんだ
なと思って。実際に簡単にできることじゃない
んだなっていうふうには思った。」

研修に参加した学生は、理想と現実のギャップや
自分たちの認識の甘さ、力量不足を感じていたとい
うことが分かった。自分たちが十分に練り上げたと
思っていたアイデアであっても、コスト面やリスク
マネジメント等の観点から検討し直さなければなら
ない点が多々あるということがわかり、自分たちの
未熟さを客観的に知る機会を得たということが彼女
たちにとっての大きな学びにつながったと推察でき
る。またこのことが、自己効力感の測定において有
意差が見られなかった要因の一つであることも考え
られる。

また、日本においても現場を見る機会が少ない学
生たちにとって、出版社の社内をじっくり見学でき
たことは大変興味深いものであったということも話
している。
A	「出版社で働かれてる方っていうのも、私たち、

生活してるだけではお会いすることなかったと
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思いますし。物を売っていくには、これだけの
苦労されてるんだなって、オフィス見ても分か
りましたし。これから働く身としては感動しま
した。」

この企業訪問を通して、学生たちは自分たちのア
イデアの未熟さやビジネスの世界の厳しさを知ると
ともに、実際の現場を見学させてもらうことで会社
の雰囲気や具体的な仕事内容について理解を深める
ことができたと推察できる。

4.2　語学（英語・中国語）に対する関心
企業訪問の際に行った英語でのプレゼンについ

て、学生は以下のように話している。
D「英語でプレゼンしたのは、すごい成長したなっ

て思います。母国語じゃないんで、ちゃんと伝
わったときは嬉しいなって思いましたし。アイ
デアをまとめてPowerPoint作って、英語に直
してっていう作業がめっちゃ時間かかって大変
だったし。手抜きたいなって思ったときもあっ
たんですけど。手抜かずにちゃんと最後まで詰
める作業とかができたことで、相手にもアイデ
ア伝わったり、笑顔で頷いてくれたりとかした
んで。根気よくっていうか、頑張ったことが報
われたって感じたときはうれしかったし、一つ
成長できたなって思いました。」

本学の英語の授業においても同じクラスの学生の
前で簡単なプレゼンをすることは経験しているが、
台湾の企業の方の前で英語を用いたプレゼンを行う
ことは学生にとって非常に緊張度の高い、難しいタ
スクであったと思われる。上記の学生の発言からは、
その課題を全力でやり切ったことで大きな達成感を
得られたことが伺える。

また、台湾で英語を用いるという体験をしたこと
で、英語力を向上させることへの意欲や英語でのコ
ミュニケーションに対する興味・関心を示す発言が
あった。
A「英語って、一応、世界共通語ですし、どこの

国でも通用するっていうと言い過ぎかもしれな
いですけど、でも覚えておくと損はないなって
思いました。英語力が欲しいなって思いました、

台湾に行って。日本だけでいると、島国だし、
他の国とつながってるわけでもないし、英語っ
て別に学んでも使わないしって思う人もいると
思うんですけど。実際にこうやって海外に行っ
てみると、英語ってこういう時に使えるんだと
か、しゃべったことない海外の人でも、自分か
らしゃべってみようと思えばコミュニケーショ
ンが取れるんだなって思いました。実際に英語
を使う国に行ってみるっていうのは勉強になり
ました。」

またこの学生はファストフードの店員に対してう
まく英語が話せなかったという失敗談を話した後、
以下のように述べている。
A「全然違う国の文化を見たり体験したりできた

ことは、大きかったと思います。さっきも出ま
したけど、英語しゃべれると、考えが違う人
に、よりたくさん会えたりとか。例えば海外
の、英語でしか出版されてない本とかも読める
ようになったりとか。自分の知識を付けるって
いう面でも、役に立つなって感じましたし。（中
略）だから海外の言葉ってしゃべれると楽しい
し、自分でもっと違う国に、例えばアメリカと
か行ってみたら、全然違う人とか文化に触れら
れるし。自分の中の、自分の視野を広げられるっ
ていうか。理解できるものが増えてくから、生
きてても楽しくなるだろうなって思いました。」

英語でうまく意思疎通ができなかった経験につい
てマイナスに考えるのではなく、もしも自分に英語
力があればもっといろいろなことができるようにな
るかもしれないという前向きな希望を持ち、英語に
対する学習意欲を向上させていることが伺える。ま
た以下の発言からは、台湾の人が上手に英語を話す
様子を見て、自分と比較し、日本と台湾における英
語教育の違いに対して関心を持ったことが伺える。
A「あっちの国って、ちゃんと英語を学んでるん

だなって思って。日本だと、取りあえず学年上
がればそれでいいやっていう感じじゃないです
か。学習の内容とか、段階がどうなってんのか
分かんないんですけど、例えば道が分からな
くて、S先生がちょっと英語でしゃべったら、	
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すぐ英語でぱっと返ってきて、感動して。あの
英語で聞かれたら、自分、答えられないなと
思って。日本より英語の大切さを分かってる国
だなって思いました。英語、頑張ろうって思っ
て、日本に帰ってきて。」

また、英語だけでなく、中国語の授業で習った漢
字が実際に台湾で使われていることを知り、中国語
や異文化に対する理解が深まったことや台湾だけで
なく違う地域にも興味・関心が広がったことが以下
の発言から推察される。
B「ファミリーマートの漢字を知っていたから、

本当にファミマやって。本当にこの漢字なん
やって。授業で習ったんです。」

C「もともと一人旅というか海外めっちゃ行って
みたくて、先輩が海外に行って自分の人生観、
変わったっていう話を聞いてて、それを聞い
て、短い期間だけど海外行ってみるとなんか変
わるんかなっていうふうに自分で思ってて。い
ざ行ってみて世界が広がったというか。日本だ
けが安全みたいな感じに考えてたけど、海外に
も足延ばしてみて、いろんな所、行ってみたい
なっていうふうには思うようにはなった。」

日本において、使える英語の重要性が叫ばれて久
しいが、実際に海外に行くことで初めて英語を学ぶ
意義や言語の多様性について考えさせられることも
多い。今回研修に参加した学生の発言からも、たと
え英語力が不十分であっても、実際に海外の人とコ
ミュニケーションをとることで使える英語をもっと
学びたい、いろいろな国の人と話してみたいという
意欲が高まる可能性があるということが示唆される。

4.3　グループワーク・協働
海外におけるPBL活動では、日本における研修だ

けでなく現地での活動においても他の学生と一緒に
行動しなければならないことが多い。学生たちはこ
の研修を通して、グループワークや協働についてど
のような気付きを得たのだろうか。

まず、本研修に参加するにあたって自分だけでな
く他の学生がいることへの安心感があることや、あ
まりよく知らない学生がいることを当初は不安に

思っていたものの研修を通して親睦を深めていった
様子が以下の内容から伺える。
C「1人やと多分、行ってみようみたいな気にはな

らない。だって初めての海外で1人で行ってみ
ようみたいな子、どんだけすご過ぎる、みた
いな。私なら絶対無理だから。慣れてきたら1
人で行くのも楽しいだろうなとは思うけど、最
初っから1人で行って全部1人で行動するのは、
ちょっと怖いかな。」

B「〇〇さんは△△さん（共通の知人）と仲がい
いんで、ちょこちょこは仲良くしてたし、□□
さんはゼミ一緒。だけど、あんまり話したこと
ない。＊＊さんは全く知らなかった。あっち
行ってから仲良くなりましたね。□□さんに関
しても、趣味の話とか話し合ったんで。＊＊さ
んも台湾研修、終わってからもちょこちょこ話し
ます。確か成人式のときに会ったんですよ。一
緒に写真とかを撮ったり。最初、結構、抵抗あっ
たんですよ。××クラス、自分だけだったんで。
でも知ってる子いるから大丈夫かなって思った。」

また、以下のように、グループ全員でプレゼンの
準備などを行ったことで、協働の重要性に気付いた
という意見もあった。
D「あと、今回一緒に行ったメンバーがよかったっ

ていうのもあるんですけど。一人一人、考え
方とか性格とかも違う、2年生に関してはそう
いう4人が集まったんですけど。そのぶん、自
分だとあんまり行きたいリストとかに入らな
いようなお店とかも一緒に行くことができた
し。メンバーと一緒に何かプレゼンをして、
PowerPoint作り上げたっていうのもいい経
験っていうか、グループワークの大切さとか知
ることができたんで。今回の研修は自分にとっ
ていい経験になったなって思います。」

以上の発言から、初めから参加者全員が仲の良い
者同士ではなくても、研修を通して共通の目的のた
めにお互いの力を合わせることで徐々に絆を深め、
最終的にグループワークの重要性に気づいた学生も
いたと考えることができる。
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台湾研修に参加した学生について、量的・質的の

両面から学びの成果について検討した結果、量的分
析では研修の前後で有意な差は見られなかったもの
の、質的データからは自分たちの認識の甘さに気づ
き新たな視点などを得たことが成長を感じることに
つながったと考えられる。インタビュー調査から、
台湾のローカル企業との連携というリアルなプロ
ジェクト体験を通して、学生たちが異文化に触れ、
様々な学びを得ていることがわかった。

PBLにおける学習効果を測定するための方法につ
いて、今回は自己効力感の測定に一般性セルフ・エ
フィカシー尺度を用いたが、活動本来の目的に合致
しているかどうかをどのような指標で図るべきかと
いう点については今後さらに検討する必要がある。
また、インタビュー調査の実施時期が今回は研修の
約5か月後となり、個人の記憶がやや曖昧になって
しまっていた部分もあったため、今後はより早い時
期に行うことが必要であると考える。インタビュー
調査の仕方についても、質問内容について被験者が
多くを語らないときに聞き手がしゃべりすぎてし
まった場面があり、被験者が体験や感想について自
由に語るための雰囲気作りが不十分であったという
反省がある。今後はこれらの点について再考した上
で、PBLとしての海外実践活動のさらなる充実を図
るとともに、その学習効果の評定の仕方について量
的のみならず質的な観点からも研究を進める必要が
ある。
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